
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献:やさしく学ぶ輸液･栄養の第一歩(第 5 版)他 

輸液について ～その 2～ 
 

当院で採用している主に栄養を補う輸液について作成しました。消化管が安全に使える場合は経腸栄養を、 

使えない場合は静脈栄養を選択されることが多いです。静脈栄養が長期間となる場合は中心静脈栄養法 

(TPN)、短期間の場合は末梢静脈栄養法(PPN)が推奨されています。TPN では太い血管を用いる為、

多くのエネルギーを投与することが出来ます。PPN は血管が細い為、高浸透圧の輸液を投与することが難し

く短期間使用に適しています。 

PPN や TPN で使われる輸液は脂肪が含まれていないものが多く、脂肪乳剤を使うことで効率よく 

エネルギーを増やすことが出来ます。 

 

投与ルートによって使える輸液が異なるので注意しましょう。 

詳しい組成は院内薬品集をご確認下さい。 
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エルネオパやワンパルは 

油ものがない定食のイメージ、 

ハイカリックや糖液は 

白ご飯単品のイメージだね 
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